
１　　　　年 ２　年 
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博
士

前
期

課
程

の
履

修
方

法
 

■
履

修
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

　
２

年
間

の
履

修
と

研
究

は
次

の
よ

う
に

進
め

ら
れ

る
。

 

入
学

を
許

可
さ

れ
た

学
生

は
、

年
度

始
め

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
後

、
指

導
教

員
の

指
導

と
承

認
 

を
経

て
、

履
修

す
る

授
業

科
目

を
選

び
、

履
修

登
録

を
行

う
。

１
年

次
は

、
専

門
科

目
が

履
 

修
の

中
心

に
な

る
が

、
同

時
に

数
学

、
物

理
、

化
学

な
ど

の
専

門
基

盤
科

目
の

履
修

を
行

う
。 

さ
ら

に
、

研
究

課
題

を
自

ら
見

つ
け

、
そ

の
研

究
課

題
の

解
決

へ
立

ち
向

か
え

る
能

力
を

育
 

成
す

る
特

別
演

習
と

特
別

研
究

を
履

修
す

る
。

 

２
年

次
に

は
、

特
別

演
習

お
よ

び
特

別
研

究
を

引
続

き
履

修
し

、
特

別
研

究
を

通
し

て
修

士
 

論
文

の
作

成
に

進
む

。
修

了
の

た
め

に
は

、
所

定
の

３０
単

位
以

上
を

修
得

し
、

必
要

な
研

究
 

指
導

を
受

け
た

上
で

、
修

士
論

文
の

審
査

お
よ

び
最

終
試

験
に

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

入
学

式
と

ガ
イ

ダ
ン

ス
・

指
導

教
員

の
決

定
 

履
修

計
画

・
履

修
登

録
 

前
期

定
期

試
験

 
研

究
計

画
提

出
 

後
期

定
期

試
験

 

４
月

 
 

７
月

 
９

月
 

２
月

 

特
別

研
究

中
間

発
表

 
修

士
論

文
作

成
要

領
説

明
会

 
学

位
論

文
審

査
願

の
提

出
 

修
士

論
文

と
修

士
論

文
要

旨
の

提
出

・
審

査
 

９
月

 
 

１１
月

 
２

月
 

■
履

修
計

画
 

　
課

程
修

了
に

は
３０

単
位

以
上

の
履

修
が

必
要

で
あ

る
。

各
専

攻
の

履
修

モ
デ

ル
図

を
p39～

p41に
示

す
。

履
修

計
画

立
案

の
参

考
と

さ
れ

た
い

。
 

　
本

大
学

院
で

は
、

他
専

攻
の

授
業

科
目

を
８

単
位

を
超

え
な

い
範

囲
に

、
ま

た
他

大
学

大
学

院
の

関
連

す
る

専
攻

の
授

業
科

目
を

１０
単

位
の

範
囲

で
修

学
取

得
す

る
こ

と
を

認
め

て
い

る
。

　
た

だ
し

、
本

大
学

院
に

入
学

前
に

修
得

し
た

単
位

が
あ

る
と

き
は

、
こ

の
単

位
を

合
わ

せ
て

１０
単

位
以

内
と

す
る

。
 

　
さ

ら
に

次
の

よ
う

な
こ

と
を

定
め

て
い

る
。

 
　

・
在

学
期

間
に

関
し

て
、

優
れ

た
業

績
を

挙
げ

た
者

に
つ

い
て

は
、

１
年

以
上

在
学

す
れ

ば
　

　
足

り
る

も
の

と
し

て
い

る
。

 
　

・
工

学
研

究
科

委
員

会
が

課
程

の
目

的
に

応
じ

適
当

と
認

め
る

と
き

は
、

特
定

の
課

題
に

つ
　

　
い

て
の

研
究

成
果

の
審

査
を

も
っ

て
論

文
の

審
査

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
し

て
　

　
い

る
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

次
の

よ
う

な
場

合
に

適
用

す
る

。
 

　
　

①
　

特
定

の
研

究
課

題
に

つ
い

て
、

権
威

あ
る

学
協

会
等

に
お

い
て

内
容

の
審

査
を

受
け

　
　

　
た

学
術

論
文

が
複

数
あ

る
場

合
 

　
　

②
　

特
定

の
研

究
課

題
に

つ
い

て
、

官
庁

、
公

設
研

究
機

関
等

か
ら

委
託

さ
れ

た
公

的
調

　
　

　
査

研
究

報
告

書
が

複
数

あ
る

場
合

 
　

　
③

　
社

会
基

盤
工

学
専

攻
に

在
籍

す
る

学
生

が
、

修
士

学
位

設
計

内
規

に
従

っ
て

制
作

し
　

　
　

た
修

士
学

位
設

計
を

提
出

し
た

場
合

　
・

工
学

研
究

科
委

員
会

が
課

程
の

目
的

に
応

じ
適

当
と

認
め

る
と

き
は

、
「

博
士

論
文

研
究

　
　

基
礎

力
審

査
」

を
も

っ
て

、
学

位
論

文
又

は
特

定
の

課
題

に
つ

い
て

の
研

究
成

果
の

審
査

　
　

及
び

最
終

試
験

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
し

て
い

る
。
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入　学 

指導教員による研究指導 

民間企業な 
どに就職 
 
教員として 
就職 

大学院博士 
後期課程へ 
進学 

研究課題を自ら見つけ、その研究課題の 
解決へ立ち向かえる実践力の育成 

●特別演習 
○外国語の 
研究論文の 
講読など 

●特別演習 
○専門分野 
の論文講読 
など 

機械・生物化学工学専攻を例とする博士前期課程の履修モデル 

●特別研究 
○特定研究テーマの研究 
（例えば、超高速回転ベルカップによる液体微粒化に 
関する研究） 
○修士論文の作成 

●特別研究 
○研究動向 
の調査 
○論文作成 
方法などの 
学習 
○予備実験 
など 

必修科目 必修科目 

１
　
年 

2
　
年
 

基盤科目 
●応用数学 
特論（A） 
２単位 
●応用物理 
学特論（A） 
２単位など 

●移動現象工学特論２単位 ●熱工学特論２単位 
●流体工学特論２単位 
●システム計測工学特論２単位 
●精密加工学特論２単位 
●マルチメディア工学特論２単位（電子電気・情報工学専攻） 
　など 
 

専　門　科　目 選択科目 選択科目 

計16単位以上 
合計30単位以上 
履修すること 

計6単位 計8単位 

工学基盤となる自然科学と 
専門基礎力の充実・強化 

研究課題を自ら見つけ、その研究課題の 
解決へ立ち向かえる実践力の育成 

総合的な視野の育成を目的とする 
所属専攻以外の授業科目 
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工学基礎力の充実と強化 

企業 

教員・ 
公務員 

博士後期課程 
へ進学 

研究課題を自ら発見し、その課題の解決に向けて 
継続的に実践し、成果を達成する能力を育成する。 

総合的な視野の育成を目的とする 
専門授業科目 

●特別演習 
○研究論文の 
講読、論文検 
索法など 

●特別演習 
○専門分野の 
論文（英文論文） 
講読など 

電子電気・情報工学専攻を例とする博士前期課程の履修モデル 

●特別研究 
○研究動向調査、問題 
点の抽出 
○論文作成方法など 
の学習 
○実験・シミュレーション 
などの実施 

基盤科目 
●応用物理 
学特論（B） 
２単位 
●応用数学 
特論（B） 
２単位など 

●マイクロ波工学特論２単位  
●誘電体工学特論２単位 
●プラズマ工学特論２単位 
●マルチメディア工学特論２単位 
●情報システム工学特論２単位 
　など 
 

専　門　科　目 選択科目 選択科目 

必修科目 必修科目 

１
　
年 

2
　
年
 

計16単位以上（選択） 
合計30単位以上 
履修することが必要 

計6単位（必修） 

●特別研究 
○特定研究テーマの研究 
（実験、シミュレーションなどの実施） 
○研究成果の達成と学会等での発表 
○修士論文の作成 

計8単位（必修） 

指導教員による指導 

修
　
　
　
　
了 
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工学基礎力の充実と強化 

企業 

教員・ 
公務員 

博士後期課程 
へ進学 

研究課題を自ら発見し、その課題の解決に向けて 
継続的に実践し、成果を達成する能力を育成する。 

総合的な視野の育成を目的とする 
専門授業科目 

●特別演習 
○研究論文の 
講読、論文検 
索法など 

●特別演習 
○専門分野の 
論文（英文論文） 
講読など 

電子電気・情報工学専攻を例とする博士前期課程の履修モデル 

●特別研究 
○研究動向調査、問題 
点の抽出 
○論文作成方法など 
の学習 
○実験・シミュレーション 
などの実施 

基盤科目 
●応用物理 
学特論（B） 
２単位 
●応用数学 
特論（B） 
２単位など 

●マイクロ波工学特論２単位  
●誘電体工学特論２単位 
●プラズマ工学特論２単位 
●マルチメディア工学特論２単位 
●情報システム工学特論２単位 
　など 
 

専　門　科　目 選択科目 選択科目 

必修科目 必修科目 

１
　
年 

2
　
年
 

計16単位以上（選択） 
合計30単位以上 
履修することが必要 

計6単位（必修） 

●特別研究 
○特定研究テーマの研究 
（実験、シミュレーションなどの実施） 
○研究成果の達成と学会等での発表 
○修士論文の作成 

計8単位（必修） 

指導教員による指導 

修
　
　
　
　
了 
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工学基盤となる自然科学と 
専門基礎力の充実・強化 

指導教員による研究指導 

民間企業な 
どに就職 
 
教員として 
就職 

大学院博士 
後期課程へ 
進学 

研究課題を自ら見つけ、その研究課題の 
解決へ立ち向かえる実践力の育成 

入　学 

総合的な視野の育成を目的とする 
専門授業科目

●特別演習 
○専門書 

（英文含む） 
の講読など 

●特別演習 
○専門分野 
の研究論文 
講読など 

社会基盤工学専攻を例とする博士前期課程の履修モデル 

●特別研究 
○特定研究テーマの研究 
（例えば、建設工事における環境保全対策に関する研究） 
○修士論文の作成 

●特別研究 
○研究動向 
の調査 
○論文作成 
方法などの 
学習 
○予備実験 
など 

基盤科目 
●応用数学 
特論（C） 
２単位 
●応用物理 
学特論（C） 
２単位など 

●鋼構造工学特論２単位 ●土質力学特論２単位 
●水工学特論Ⅰ２単位 
●コンクリート構造工学特論２単位 
●環境衛生工学特論２単位 

 

専　門　科　目 選択科目 選択科目 

必修科目 必修科目 

１
　
年 

2
　
年
 

計16単位以上 
合計30単位以上 
履修すること 

計6単位 計8単位 
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